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第42回例会 №426月21日㈮

　皆さまこんにちはー。
　今日は先週に引き続きクラブ協議
会です。例会は余すところ２回です。
今の思いは、「やれば終わる」、始め
ると終わるであります。

　ここに、雑誌�ロータリーの友 2010 年３月号�
クラブ探訪に紹介された我が高田ロータリークラ
ブの記事がございます。皆さんお若いですねー。
髙槗孫左衛門さんが会長でした。見出しは、「上
品で風味のよい高田ロータリークラブ」とありま
す。この記事は、元�週刊朝日記者�池辺史生氏が
書いています。「上品で風味のよい」という表現
はあまり目にするものではありません。池辺氏�
特有の切り口かと調べてみましたが「IT 化で経
費を削減した○○クラブ」「小さいクラブの悩み
は深く○○クラブ」等の見出しが多く、氏として
も珍しいものでした。「上品で風味のよい…」の
“風味”とは何でしょうか。気になります。風味、
香りが持つ味、香りが味覚を深める、ということ
でしょうか。雁木に代表される互助の精神、そし
て確かな奉仕の精神に培われた会員の皆さま�お
一人お一人の「人格の香り」がこの好意に満ちた
賛辞となったと私は理解しております。はたして、
私は、皆さまの「風味」、心の琴線に触れること
が出来たか⁉�今更ですが、恥じ入っています。

出席率　100％

大谷光夫君（６/19 米山奨学委員会引継会）
牧野章一君・佐藤教彦君・石倉　悟君・箕輪賢一
君・飯塚宏佳君（６/22 地区 RA大納会）

ポール・ハリス・フェロー表彰
遠藤　巌君・髙橋正彦君・羽深元悟君・横山修一君

米山記念奨学会表彰
石田誠夫君・橋詰敏一君・牧野章一君・佐藤教彦君

出席ニコニコBOX委員会
宮�川大樹君―６/23 結婚お披露目会を開催する
にあたり、高田ロータリーの皆様約 30 名のご
出席をいただくことになり厚く感謝申し上げます。

髙�坂会長エレクト―次年度予算書及び会費のご
案内について

小林晴彦君　退会の挨拶

配布物：�週報№ 41、2019︲2020 年度予算書及び会
費のご案内

回覧物：�2010年３月ロータリーの友「くらぶ探訪」
記事

会長挨拶会長挨拶 牧野　章一牧野　章一

出 席 報 告

メイクアップ

セ レ モ ニ ー

委 員 会 報 告

会員インフォメーション

幹 事 報 告

お知らせ
６月 25 日（早朝）に東山パストガ
バナーがご逝去されました。（享年
76 歳）ここに謹んでご冥福をお祈
りいたします。
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◆米山奨学委員会　髙槗副委員長
　今年度も１人あたり寄附 20,000 円の目標
を達成するため４人の委員で協力しながら
呼びかけを行い、目標を達成することがで

きました。ひとえに牧野会長の強い御指導と皆様の
御協力の賜物と心から感謝申し上げます。

◆職業分類・ロータリー情報委員会　本山委員長
　ファイヤーサイドミーテングの開催と新
入会員を例会や所属委員会の出席に加えて、
地区大会等への出席を勧めることを事業計

画に上げましたが、漸くファイヤーサイドミーテン
グを開催することが出来ました。また、新入会員の
各種大会への参加も概ね達成できました。

◆会員増強委員会　本山委員長
　純増３名以上を目標にしましたが、残念
ながら３名減になりそうです。年度当初か
ら SAA、と合同で委員会を開催し、各会員

からの紹介を含め 20 数名のリストを作成し鋭意勧誘
に努めましたが残念ながら実績に結びつかず申し訳
なく思っています。女性会員の入会にも努めました
が成果なしに終わりました。「上品で風味のよい高田
ロータリークラブ」の伝統を守りながら来年度以降
の会員増強に期待します。

◆プログラム委員会　山田副委員長
１．プログラム委員会開催
５月 30 日　引継会報告、事業計画作成、
懇談会

11 月 30 日　下期卓話計画について打合せ
２．�卓話　43 例会 23 回実施（外部 16 名、会員７名）
毎月の推進月間内容に応じて選定
認知症関連で介護・医療系のテーマ４回

３．�その他　クラブ行事と他委員会との情報共有の
必要性

◆親睦委員会　加藤委員長
・運営方針である親睦例会を行い、メン
バー同士の相互理解、事業に向かう団結
力の高揚なりが見られ本年度の指針は検

証の上達成できたと考えます。
・�要因として年初から実施してまいりました各事業
計画における担当制により、メンバーの皆様がそ
れぞれ力を発揮して頂き成功裏に導いて頂いた事
にこの場をお借りし御礼申し上げると伴に会員の
皆様の多大なご協力とご理解に感謝申し上げま
す。ありがとうございました。

◆広報・会報・雑誌委員会　堀井委員長
　「身近な情報を盛り込み、親しみやすい紙
面に」が会長方針。先ずは「読んでもらえる、
見てもらえる会報」を目指し、より多くの会

員に「写真・意見」で登場してもらうこととしました。
１．�「私もひとこと」コーナーを設け、17 会員に登
場いただきました。「交流のキッカケ」につながっ
たでしょうか。

２．�「大谷ガバナーエレクト事務所動向」を適時掲載

し、大谷年度の機運盛り上げを期待しました。
３．�ロータリー活動の地域への PRは、一歩前進に
止まり、次年度への課題です。

　ご協力・ご支援、ありがとうございました。

◆社会奉仕委員会　伴委員長
１．「地域の社会奉仕活動への積極的な参加
協力」として、７月に関川クリーンアッ
プ作戦への参加。

ローターアクトを含めて 22 名の参加を頂き、関
川の環境保全に気持ちの良い汗をかきました。

２．�地区補助金活用事業プロジェクトとして「高田
駅前植栽プランター設置事業」の実施。
10 月６日に、クラブメンバー・アクトメンバー
含め 22 名の参加を頂き、高田駅前雁木の会様・
駅前振興会様を始め、作業協力の大町小学校６
年生 39 名により、総勢約 80 名の大事業として
終了。高田ロータリークラブの徽章名称の入っ
たプランターが、高田駅前雁木通りに花を添え、
通行する方々の癒しの一助となっています。

３．�ガバナー方針である「認知症について知ろう」
プロジェクトへの対応。
「認知症サポーター養成講座」への参加推進・協
力連携として、他クラブ主催での講座への案内
を出して、各自講座への参加とした。

４．�社会奉仕活動費充実の為にオークションを開催。
オークションの物品・サービスの提供をお願い
し、多くの出席参加と目標売上の 20 万を超え
る 285,000 円の売上を上げることができた。

◆国際奉仕委員会　中田委員長
　副委員長にチャールズさん、委員に西脇
さん、稲田さん、葛西さんの５名のメンバー
で活動をしました。交換学生カウンセラー

の石倉悟さんにもご協力をいただきました。
１．�長期交換学生の受入は４家族にホストファミリー
になって頂き、会員の渡邊理事長の関根学園高
等学校様には、受入校になって頂き、様々なサ
ポートしていただきました。

２．�グローバル補助金プロジェクトの研究は、会員
の石田先生がスリランカへ角膜移植の機器を寄
付している活動を、クラブとして、地区グロー
バル補助金を活用してどのようなサポートが出
来るか研究しました。

◆ロータリー財団委員会　佐藤委員長
　近年ロータリー財団について、会員の皆
様からご理解いただいているお陰で、委員
会として無理なお願いをしなくても、目標

額が達成出来る様になって来ました。
　ご協力いただきました会員の皆様に心からお礼申
し上げます。
　今年、社会奉仕委員会が実施された「高田駅前植
栽プランター設置事業」の様に、私達の寄付金が身
近な所で活用されているのはとても良い事ではない
かと思います。
　今後ともロータリー財団の資金がこの地域をはじ
め日本、世界にその輪が広がる事を願っています。

６月21日　クラブ協議会


